
授業コード：2217100 

授業科目  福祉臨床心理演習Ⅱ 単位  2 

履      修  選択 関連資格 保育士 ナンバリング WE31407J 

開講年次  3 年 開講時期 前期 該当ＤＰ  DP2-1 DP2-2 DP3-2 DP5-2 

担当教員  野井 未加 

授業概要  

【実務家教員担当科目】 

 福祉臨床心理学は、福祉と心理臨床の接点における臨床の知を扱う学問であり、1 つは福祉のフィールドで仕事をす

る心理専門職の実践を研究対象とする。2 つには福祉専門職の実践における臨床心理学的視点や技法の導入につい

て研究するものである。さらに、福祉専門職、心理専門職、その他の専門職のコラボレーションについても検討対象であ

る。本学の福祉臨床心理演習では、とくに福祉専門職が用いることができる臨床心理学的援助の知識と技法を学ぶこ

とに重点を置いている。本演習では、保健所、小児科、教育機関における心理臨床経験のある実務家教員が授業を担

当する。①児童領域における心理アセスメント(発達検査・知能検査を中心に)、②発達相談の実際、③子どもの心理療

法について、実習やディスカッションを通して学習を深める。 

学生が達成すべき       

行動目標 

１．各種発達検査や知能検査の土台となる理論を理解し、今後の学習に活かすことができる。 

２．検査実施のための技術の基本を身につけ、実践に活かすことができるように努力を始める。 

３．検査結果の取り扱いについて考えを深め、実習等で活かすことができるように努力を始める。 

４．子どもの心理療法の土台となる理論を理解し、今後の学習に活かすことができる。 

達成度評価 

評価と評価割合／ 

評価方法 
試験 小テスト レポート 

発表(口

頭、プレ

ゼンテ

ーショ

ン） 

レポート

外の提

出物 

その他 合計 備考 

総合評価割合 0  0  70  30  0  0  100 
 

知識・理解 (DP1-1) 
        

知識・理解 (DP1-2) 
        

知識・理解 (DP1-3) 
        

知識・理解 (DP1-4)         

思考・判断 (DP2-1) 
  

 30 
   

 30 
 

思考・判断 (DP2-2) 
  

 10  10 
  

 20 
 

関心・意欲 (DP3-1) 
        

関心・意欲 (DP3-2) 
  

 10  10 
  

 20 
 

態度         (DP4-1) 
        

態度         (DP4-2) 
        

態度         (DP4-3) 
        

技能・表現 (DP5-1) 
        

技能・表現 (DP5-2) 
  

 20  10 
  

 30 
 

技能・表現 (DP5-3) 
        

 
具体的な達成の目安 

理想的レベル 標準的なレベル 

 各種発達検査や知能検査及び子どもの心理療法の土台となる

理論について正確に説明することができる。検査実施や検査を

取り扱うための意識や態度・姿勢を備えている。また自らの臨床

実践に対する認識を深め、どのような臨床実践を行うことが必要

なのか考え出すことができる。 

 各種発達検査や知能検査及び子どもの心理療法の土台とな

る理論について説明することができる。検査実施や検査を取り

扱うための態度や姿勢を意識することができる。また、レポート

やディスカッションでの発言から、そのポイントを自分なりに見つ

け出し、今後の臨床実践の参考にすることができる。 

授業計画 

進行 テーマ・講義内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習） 

予習・復

習時間

(分） 
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1 
テーマ：児童領域における心理アセスメントの意義 講義 復習：該当部分の復習 30 

2 

テーマ：新版 K式発達検査 2001 

理論の解説及び実施方法について実習を通して学ぶ

①※ 

講義・実習・ディス

カッション 

予習：実習前に実施方法の手

引きを読んでおく 

復習：実習後に実技の復習を

しておく 

 60 

3 

テーマ：新版 K式発達検査 2001 

実施方法について実習を通して学ぶ② 

実習・ディスカッショ

ン 

予習：実習前に実施方法の手

引きを読んでおく 

復習：実習後に実技の復習を

しておく 

 60 

4 

テーマ：新版 K式発達検査 2001 

実施方法について実習を通して学ぶ③ 

実習・ディスカッショ

ン 

予習：実習前に実施方法の手

引きを読んでおく 

復習：実習後に実技の復習を

しておく 

 60 

5 

テーマ：新版 K式発達検査 2001 

実施方法について実習を通して学ぶ④ 

実習・ディスカッショ

ン 

予習：実習前に実施方法の手

引きを読んでおく 

復習：実習後に実技の復習を

しておく 

 60 

6 

テーマ：WISC-IV 

理論の解説及び実施方法について実習を通して学ぶ

① 

講義・実習・ディス

カッション 

予習：実習前に実施方法の手

引きを読んでおく 

復習：実習後に実技の復習を

しておく 

 60 

7 

テーマ：WISC-IV 

実施方法について実習を通して学ぶ② 

実習・ディスカッショ

ン 

予習：実習前に実施方法の手

引きを読んでおく 

復習：実習後に実技の復習を

しておく 

 60 

8 

 テーマ：WISC-IV 

実施方法について実習を通して学ぶ③ 

実習・ディスカッショ

ン 

予習：実習前に実施方法の手

引きを読んでおく 

復習：実習後に実技の復習を

しておく 

 60 

9 

テーマ：WISC-IV 

実施方法について実習を通して学ぶ④ 

実習・ディスカッショ

ン 

予習：実習前に実施方法の手

引きを読んでおく 

復習：実習後に実技の復習を

しておく 

 60 

10 

テーマ：田中ビネー式知能検査 V 

理論の解説及び実施方法について実習を通して学ぶ

① 

講義・実習・ディス

カッション 

予習：実習前に実施方法の手

引きを読んでおく 

復習：実習後に実技の復習を

しておく 

 60 

11 

テーマ：田中ビネー式知能検査 V 

実施方法について実習を通して学ぶ② 

実習・ディスカッショ

ン 

予習：実習前に実施方法の手

引きを読んでおく 

復習：実習後に実技の復習を

しておく 

 60 

12 

テーマ：田中ビネー式知能検査 V 

実施方法について実習を通して学ぶ③ 

実習・ディスカッショ

ン 

予習：実習前に実施方法の手

引きを読んでおく 

復習：実習後に実技の復習を

しておく 

 60 

13 

テーマ：田中ビネー式知能検査 V 

実施方法について実習を通して学ぶ④ 

実習・ディスカッショ

ン 

予習：実習前に実施方法の手

引きを読んでおく 

復習：実習後に実技の復習を

しておく 

 60 

14 

テーマ：発達相談の実際 

発達相談の場面で、検査結果を説明する際の留意点

について解説する。 

講義・ディスカッショ

ン 

復習：該当部分の復習  30 
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15 

テーマ：子どもの心理療法とその特殊性 

子どもの心理療法の理論について解説し、その特殊

性について考える。 

講義 

ディスカッション 

復習：該当部分の復習  30 

16 
    

17 
    

18 
    

19 
    

20 
    

21 
    

22 
    

23 
    

24 
    

25 
    

26 
    

27 
    

28 
    

29 
    

30 
    

 

理解に必要な予備

知識や技能 

発達心理学 1、臨床心理学 1、2 を受講していることが望ましい。 

テキスト 

指定しない 

参考図書・教材／

データベース・雑誌

等の紹介 

下山晴彦・松澤広和編 『実践 心理アセスメント－職域別・発達段階別・問題別で分かる援助につながるア

セスメント』 日本評論社 

上里一郎監修 『心理アセスメントハンドブック』 西村書店 

生澤雅夫・松下裕・中瀬惇編著 『新版 K式発達検査 2001 実施手引書』 京都国際社会福祉センター 

杉原一昭・杉原隆監修 『田中ビネー知能検査 V』 田研出版 

David Wechsler 著 日本版WISC-IV 刊行委員会訳編著 『日本版WISC-IV 知能検査法』 日本文化科学社 

川端隆他著 『発達相談と援助―新版 K式発達検査を用い 

授業以外の学習     

方法・受講生への  

メッセージ 

※心理アセスメントの実習では、各自が検査者役・被検査者役になり、検査実施の技法や留意点について体

験を通して学ぶ。 

受講生には、主体的な実習・ディスカッションへの参加が求められる。 

達成度評価に関す

るコメント 

心理検査の実施方法・レポートの内容については、授業の中で指示する。 
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